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論 文 内 容 の 要 旨 
 
我が国における社会インフラ等の鋼構造物の多くは，戦後の高度成長期に数多く新設され，これ

まで 50 年にわたって使用されてきた．これら構造物の老朽化による経済的損失は，我が国の深刻

な経済的問題となっている．今後，老朽化は加速度的に進行していく傾向にあるため，抜本的な対

策の実施が急務とされている． 
鋼構造物の老朽化に伴う損傷は，主に腐食と疲労に起因している．これらは時間の経過とともに

蓄積される特性を有しており，鋼構造物の物理的寿命を支配している．特に，腐食に対する一般的

な防食方法である塗装や溶射などの表面被覆については，既設構造物の塗装塗り替え時に鋼素地の

品質が十分に確保できない狭隘部等では，比較的早期に塗膜下腐食が発生し，塗膜が早期に劣化す

ることが多い．その結果，塗膜劣化部から腐食が著しく進行することで，構造物の主部材が破断す

るなど，人命に関わる致命的損傷に至った事例も報告されている．したがって，腐食性の高い構造

部位に対して防食機能を効果的に維持するためには，鋼素地の品質の影響を受けにくい新しい防食

技術を確立することが重要になる． 
本研究では，Al-Zn 多孔質焼結板（以下，多孔質板）および架橋型アクリレート繊維シート（以

下，繊維シート）を組み合わせることで，大気環境下で機能する犠牲陽極による鋼部材の電気防食

技術を提案した．この技術では，降雨による水分供給のみでなく大気中の湿気や結露水によっても

犠牲陽極反応が生じるため，天候変化に依存せず継続的な防食作用が期待できることを示した．ま

た，その防食効果範囲は塩化物濃度に依存し，高濃度ほど防食効果の生じる範囲が広く拡大するこ

とを見出した．より優れた防食効果を得るために，多孔質板の組成や微構造，繊維シートを形成す

る繊維の種類に注力し，大気犠牲陽極として最適な多孔質板の原料組成および気孔率，防食効果の

発現に必要とされる繊維の物性を明らかにすることにより防食技術の構成を最適化した．さらに，

実際の構造物に対する適用性を検討するため，橋梁の鋼桁を模した H 形鋼に犠牲陽極を設置し，ウ

ェブや下フランジの上下面に対する設置の向きや多孔質板の固定方法について，施工上の課題を抽

出した．また，不十分な素地調整を想定したさび層の残存する鋼板に対して，犠牲陽極を適用した

ときのさび層の変化について実験的に評価し，中長期的に，本技術がさびの残存する鋼部材に対す

る防食技術として有効に機能することを明らかにした．  
本論文は，第 1 章から第 6 章で構成されている．各章の概要は以下のとおりである． 
第 1 章は，本研究の背景，目的および大気中における鋼構造物の腐食性や防食技術に関する既往

の研究についてまとめた． 
第 2 章では，多孔質板および繊維シートの組み合わせによる大気環境下で機能する犠牲防食技術

を提案し，その基本特性を評価するため，電気化学測定や大気暴露試験に基づき，多孔質板の犠牲

陽極としての性能と実際の屋外環境下での防食効果を明らかにすることで，鋼部材が曝される環境



の塩化物濃度が高いほど防食範囲が拡大することを見出すとともに，天候変化に依存せず継続的な

防食効果が期待できることを示した． 
第 3 章では，第 2 章で得られた試験結果に基づき，さらに優れた防食効果を得るために，多孔質

板の組成や微構造，繊維シートを形成する繊維の種類に注力し，大気犠牲陽極として最適な多孔質

板の組成や気孔率および繊維の物性を明らかにすることで，防食技術としての構成を最適化した． 
第 4 章では，実際の構造物に対する適用性を検討するために，橋梁の鋼桁を模した H 形鋼に犠牲

陽極を設置し，大気暴露試験により犠牲陽極の設置向きや固定の方法が防食効果へ及ぼす影響を評

価し，施工上の課題を抽出した． 
第 5 章では，不十分な素地調整を想定したさび層の残存する鋼板に対して，犠牲陽極を適用した

ときのさび層の変化を実験により評価し，本技術がさびの残存する鋼部材に対する防食技術として

有効に機能することを明らかにした． 
第 6 章では，本研究で得られた知見を総括し，本論文の結論とした． 
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